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会議次第

１．開会

２. 市民憲章唱和

３. 会議録署名委員の指名

４．議事

議案なし

５．報告事項

（１）平成２８年鶴岡地域成人式の開催について

（２）鶴岡市芸術祭閉幕のつどいについて

（３）鶴岡市文化会館管理運営実施計画について

（４）その他

６．閉会
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開    会（午後３時）

委員長 本日の会議に３番委員は欠席であるが、定足数に達しているので、た

だ今から１１月の定例教育委員会を開会する。最初に市民憲章唱和を行

う。（中央公民館長が先唱し、市民憲章唱和)

会議録署名委員は、２番委員にお願いする。

委員長 本日、議案はないので、報告事項に入る。平成２８年鶴岡地域成人式

の開催について報告をお願いする。

社会教育課長 鶴岡地域成人式について、ご案内申し上げる。今年度も年明けの１月

に新成人の門出を祝福する式典として、平成２８年鶴岡地域成人式を開

催する。日時は、成人の日の前日となる１月１０日（日）午後１時半か

ら、会場は昨年と同じグランド エル・サンである。対象者は平成７年４

月２日から平成８年４月１日生まれの方、また、帰京して故郷で成人式

を迎えたい方である。対象人数としては、旧鶴岡市の中学校３年生時の

学校基本調査の人数を基に９５２人、昨年とほぼ同じ位である。

内容としては、今年も式典の前に消防団による纏振りと土曜会の合唱

を行う。また、式典の中では、二分の一成人式を終えた小学校５年生の

男女による新成人へのメッセージを今年は朝暘第六小学校の二人の児童

から述べていただく。新成人代表による市民憲章、誓いのことばについ

ては、現在候補者に依頼中である。式典終了後の記念撮影を含め、午後

四時前位には終了する予定である。

その他、昨年から会場を変更したことに伴い、来賓には資料に記載の

方々にご案内を差し上げている。また、会場の座席は、新成人の参加者

でほぼ満席になる予定であるので、保護者席は設けない予定である。ま

た、昨年度の成人式において、騒がしい新成人が十数人来場したことが

あったため、今年は対象者に事前に案内ハガキを送付した。そのハガキ

には、飲酒をしての入場、飲食物の持ち込みを禁止する旨の記載をして

いる。市のホームページ、広報、各コミセンに配付したお知らせ用のチ

ラシにも同様に掲載している。当日入場の際には、ハガキを持参のうえ、

受付けに提出していただき、資料と交換で入場する形で対応する。もし、

会場で式典の進行を妨げる行動があった場合は、直ぐに式場外に誘導す

ることとしたい。

写真の撮影は式典終了後、クリスタルホール、ローズルームの２会場

で、出身中学校ごとに行う。

送迎、駐車場については、担当が誘導するが、送迎車による道路の渋
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滞ができるだけ発生しないように、エル・サン場内の駐車場を送迎専用

とした誘導を行い、また、中学校毎の写真撮影の終了時刻を事前にハガ

キのなかで通知している。送迎時間についての協力を呼び掛けている。

教育委員の皆様には、年明けのお忙しい中恐れ入りますが、主催者と

してご出席くださいますよう、よろしくお願い申し上げる。

委員長 昨年だいぶ議論したことを改善いただき、感謝申し上げる。質問はな

いか。なければ次に鶴岡市芸術祭閉幕のつどいについて報告をお願いす

る。

社会教育課

文化主幹

本年度の鶴岡市芸術祭については、８月３０日に開幕し、１２月６日

までの約３ヶ月間に、４３の参加公演をいただき無事終了することがで

きた。今回の芸術祭は、第１０の節目であるということと、鶴岡市合併

施行１０周年記念、更には芸術文化協会が各地域の芸文団体と一体化し

て初めて迎える芸術祭ということであり、プレイベント（まちなかアー

ト）の実施、地域の枠を超えての事業など芸術文化を通した市民の交流

が図られたところである。今回の芸術祭賞に関しては、本日午前中に開

催された鶴岡市芸術文化協会の理事会において、大賞１件、準大賞２件、

優秀賞５件の各賞が決定したところである。授賞式であるが、１２月２

７日（日）、午後２時から東京第一ホテル鶴岡で開催する閉幕の集いの席

で田中委員長より授与していただくことになっており、よろしくお願い

する。

委員長 質問はないか。なければ次に鶴岡市文化会館管理運営実施計画について

報告をお願いする。

社会教育課長 この度、文化会館管理運営実施計画を策定したので、概要について説

明申し上げる。

はじめに、本計画は、平成２６年３月に策定した管理運営計画に基づ

いて開館記念公演等の事業計画や休館日、開館時間などの考えをまとめ

た施設運営など、開館に向けてより具体的な指針となる計画である。策

定に当たっては、全国各地で劇場ホール等の整備経験が豊富な専門家と

地元の有識者で構成されたアドバイザー会議において、本年１０月まで

の１年間に渡り協議していただき、ワークショップやパグリックコメン

トで出された市民の意見などを参考にまとめたものである。

計画の内容であるが、項目建てとしては、はじめに、Ⅰ.事業計画、Ⅱ.
施設運営、Ⅲ.運営主体・組織、Ⅳ.市民の参加や協力、Ⅴ.収支計画、Ⅵ.
広報計画、Ⅶ.危機管理・リスクマネジメントとなっている。

本実施計画では概要版の１ページに記載しているように、整備基本計

画のなかで掲げた基本理念「支える 育てる 高める」未来につなぐ芸
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術文化の拠点、管理運営計画のなかで定めた【活動の拠点】から【交流

の拠点】までの６つの基本方針に基づき、新しい文化会館の管理運営を

行っていくものである。

（続いて、文化会館管理運営実施計画の概要版及び本編資料により説

明がなされた）

委員長 ただ今の新文化会館の説明について、質問はないか。

１番委員 記念公演については平成２９年１０月以降となっているが、現在、芸

術文化協会のいろいろな公演が中央公民館で行っているわけだが、以前

文化会館で行っていたものは、平成２９年からは文化会館で行うことが

できるのかどうか教えていただきたい。

社会教育課長 芸術文化協会と鶴岡市の共催で芸術祭を実施しているが、先程申し上

げたように、工事の竣工が平成２９年の８月ということで、その後直ぐ

には本格的なコンサートや舞台といった形での使用はできないというこ

とである。例年、芸術祭で各団体が発表している会場として、平成２９

年の竣工後の時期に合わせて行うことは難しいと思われ、平成２９年に

ついては現行と同様に、中央公民館や代替施設を会場に発表、公演をし

ていただくようにお願いせざるを得ないと思っている。ただ、１０月１

日は市制施行記念日ということもあり、記念式典や開館記念の式典は、

大掛かりな舞台装置を使うわけでもないので、できれば新しい文化会館

で式典を行いたいと考えている。

委員長 他に質問、意見はないか。ちょっとここからはずれるかもしれないが、

緞帳はどうなっているか教えていただきたい。

社会教育課長 緞帳については、実施設計の段階では新しい文化会館には引き割り緞

帳という種類の緞帳を設置するということで、設計をしていただいてい

る。引き割り緞帳というものは、中央から左右に分割し、上下に移動し、

生地としては相対的に比較すると薄手のものとなるが、それで設計して

もらっている。旧文化会館にあったものは、１枚もののいわゆる本緞帳

と言われる緞帳で、上下に動き、生地としては比較的厚手のものである。

今年になってから芸術文化団体、その他の方々から緞帳のことについて

意見が寄せられている。本緞帳の設置について要望が寄せらせ、県内の

他のホールの状況、他県の施設の設置状況なども調査をした。引き割り

緞帳はどうしても生地が薄いということで、幕間に緞帳が下りている間

に、舞台上で準備をしている時の音が客席に聞こえるとか、空調によっ

て緞帳が揺れたりということがあるので、市民の方からの要望等も踏ま

えて、最終的には市長の判断を仰ぎ、引き割り緞帳に加えて本緞帳を合

わせて設置することに決定し、要望いただいた団体にお答えしたところ
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である。その関係で、舞台装置の設計変更があるが、設計者の方とも協

議をしている。この度の緞帳の整備については、市としても当初考えて

いた緞帳に加え、本緞帳を整備することを決定したことを踏まえ、芸術

文化団体の方も市民の方々から広く寄付を募る活動を準備されていると

いうことをお聞きしている。そういった募金を通じ文化会館の建設に市

民の参画を図る一つの機会にもなるかと思うので、大変ありがたい話と

して賜っている。具体的にはどういった形で寄付を募るのか団体の方で

検討されているということであるが、緞帳の作成についても一定の期間

を要するということであるので、来年度の早いうちに緞帳のデザイン、

材質、様式等を決めてまいりたいと考えている。

委員長 その他、質問はないか。なければその他に報告事項はないか。ないよ

うなので、これをもって１２月の定例教育委員会を終了とする。

閉  会  (午後３時３１分)


